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とりなし 


參 とりなしとは： 誰かに 対して 何ら かの 援助を 請う ことです。 

參 とりな しの 種類： 審判の 日のと りなし には 2 種類 あ ります： 

1— 預言者 ムハンマド （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） 特有のと りなし： それには 
何 種類 かあります： 

① 最も 偉大な ものである 「最大のと りなし」 です。 それは 審判の 裁定を 台地に おいて 
待つ 人々 がそれ によって 裁かれ、 かつと りなし を 受ける ことが 出来る ところの もの 
です。 こうして アツ ラーは 彼らを 裁かれ ますが、 これが いわゆる 預言者 ムハンマド 

(彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） の 「賞讃 に 溢れた 位階」 1 なのです。 

② 預言者 ムハンマド （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） の 共同体に 属する 人々 に 
対する とりなしで、 7 ⑻⑻人 もの 人々 を 清算な しに 天国に 入れます。 このと き アツ ラ 
一は 仰り ます： 「あなたの 共同体から 清算の ない 者たち を、 天国の 最右翼の 扉から 入 
れ るの だ。」 

③ 善行と 悪行が 等しい 量であった 者たち が、 天国に 入れる ように するとり なし。 

④ 天国に 入る 者の 内、 その 現世での 行いの 報奨と して 得られる はずだった 天国での 位 
階 以上の 位階にまで 高める とりなし。 

⑤ 預言者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） の 叔父 アブー •ター リブ 2 3 の 地獄での 
懲罰 を 軽減す るた めのと りなし。 

⑥ 全ての 信仰者が 天国に 入る ための お許しを 得る ためのと り なし。 


1 釈者 注： アデ ーン （礼拝への 呼びかけ） の 後、 次のように 祈る ことが 推奨され ています： 「アッ ラーよ、 この 完成 さ 
れた 呼びかけ （アデ ーン のこと） と 行われる 礼拝の 主よ、 ムハンマドに とりなしと 栄誉を 与え、 あなたが 彼に 約束され 

たと ころの “ 賞賛に 溢れた 位階” に 彼を 蘇らせた まえ （本 3 にあな たは 約束を 反故にされる 事が ありません)。」 

3 訳者 注： 彼は 預言者 （彼に アッ ラーからの 平安と 祝福 あれ） の 叔父で、 彼を 庇護して いた 祖父が 他界した 後、 まだ 幼 
かった 彼の 後見を 引き継ぎました。 また 彼が マッカで 布教を 開始し、 そのために 迫害され た 時 も 彼を 手厚く 庇護し 続け 
ま したが、 結局 イス ラームに 改宗す る ことは あり ませんで した。 
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2 — 預言者 ムハンマド （彼に アツ ラーからの 祝福と 寧 安 あれ） 以外の 預言者たち、 諸 天使、 

信仰者た ちが 有する とりなし： それは つまり 地獄に 入るべき 者が そこに 入らない よう にす 

るた めのと りなし と、 地獄に 入った ものが そこから 出る ようにす るた めのと りなし のこと 

です。 

① アブー. フライ ラ （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） によれば、 アツ ラーの 使徒 （彼に アツ 
ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 貧い ました： 「全ての 預言者には 叶えられる 願い事が あ 
る。 そして 全ての 預_ 者は その 願い事を 用いて しまった。 しかし 私は 私の 願い事を、 審 
判の 日のと りなし のために 温存して おいた ので ある。 そして それは- アツ ラーが そう お 
望みに なられれば- 私の 共同体の 内の 者で、 アツ ラーに 対して シノ シク 3 を 犯さない まま 
他界した 者 全てが 得る こと になる だろう。」 （アル = ブ ハー リーと ムス リ ムの 伝承 4 ) 

② 至高の アツ ラーは 天使に ついて、 こう 仰ら れ ました： SD そしてい かに 多くの 天使たち の 
とりなしが 骨折り損であった ことか。 （彼らのと りなし は） アツ ラーが かれの お望みに 
なる 者 （とりなし 手） に （とりなしの） お許しを 与えられ、 かつ （アツ ラーが とりなし 
をされ る 者に） お 悦びに なられる ことなしには （益す る ことは ない の だ)。 03 (クル ア 
ーン 53 : 26) 

③ ア ブー .アツ = ダル ダー ゥ （彼 に アツ ラーの ご 満悦 あれ） ば 言 レ 、ました： 「アツ ラーの 
使徒 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 言いました：“ 宛] 教 者は、 その 家系の 70 
人 に対すると りなし の 権利を 与えられる。”」 （アル =ブ ハーリーと ムス リムの 伝承 5 ) 

• このと りな しが 実現す る には 2 つの 条件が 必要です： 

1— アツ ラーから のと りなし の お許し： 崇高なる アツ ラーは 仰ら れ ました： SD かれ （アツ 

ラー） の お許しな くして、 誰が かれの 御 許で とりなす ことが 出来よう か？ 03 (ク ルアー ン 

2 : 255) 

2 — と りなし 手と と りなされ る 対象 両方に 対する、 アツ ラーの ご 満悦： 崇高なる アツ ラー 

はこ う 仰ら れま した： (3D そして （彼らは） アツ ラーが お喜びに なられた 者 以外に 対しては、 

とりなす ことがない。 03 (ク ルアー ン 2 1: 28 ) 

• 不信仰 者に とりなし はなく、 天国に 入る こと もなければ、 永遠に 地獄に 住む ことにな 

り ます。 例え 誰かが 彼の ためにと りなした と しても、 それが 彼を 益す る ことは あり ません。 

崇高なる お 方は 彼ら 罪深き 者たち に関して、 こ う 仰ら れ ました： （3D 彼らには とり なす 者た 

ちのと りなし も 益す る ことは ない。 03 (ク ルアー ン 74: 48) 


訳者 注： 詳しくは 「5. シルク」 の 章を 参照の こと。 

4 サ ヒー フ •アル =ブ ハーリー （6304)、 サ ヒー フ .ムス リム （199)。 文章は ムス リムの もの。 

5 真正な 伝承。 ス ナン •アブー •ダー ウー ド （2522)、 サ ヒー フ •ス ナン •アブー •ダー ウー ド （2201)。 
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